
 
 

 

２０２３年度 

公益社団法人 日本地すべり学会東北支部 

第３９回 総 会 

 

議 案 書 
 

 

開催場所：せんだいメディアテーク  7F スタジオシアター 

開催日時：2023 年 5月 12日（金） 14時 00 分～17時 00 分 

 

 

議事次第 

 

１． 開 会 

２． 支部長挨拶 

３． 議 事 

○ 第一号議案 2022 年度事業報告 

○ 第二号議案 2022 年度収支決算報告及び監査報告 

○ 第三号議案 2023 年度事業計画（案） 

○ 第四号議案 2023 年度収支予算（案） 

○ 第五号議案 役員改選の件 

○ 第六号議案 2024 年度研究発表会及び現地見学会の件 

○ その他 

○ 報告事項ほか 

４． 閉 会 

 

                                         

 

  ２０２３年度講演会(ハイブリッド開催)      15 時 00分～17時 00分  

  意見交換会(会場：ホテルグランテラス仙台国分町) 18 時 00分～20時 00分 
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○ 第一号議案 2022 年度事業報告 

（1）支部総会  コロナウイルス感染予防のためハイブリッド開催 

   出席者 ： 大河原支部長、高見副支部長、橋本監事、瀬野幹事長、三嶋副幹事長、渡辺副幹事長、

西尾副幹事長、大澤事務局長 

   参加者 ： リモート出席 8名  委任状 92名  計 100名 

       ＊定足数83名(会員数166名の 1/2以上)を満たし総会は成立 

① 日 時 2022年 5月 13日 15:30～17:00 

② 場 所 株式会社復建技術コンサルタント 会議室 

③ 議 事  第一号議案  2021年度年度事業報告 

第二号議案  2021年度収支決算報告及び監査報告 

第三号議案  2022年度事業計画（案） 

第四号議案  2022年度収支予算（案） 

第五号議案  役員改選の件 

第六号議案  東北支部運営規則改定の件 

その他・報告事項 

 

（2）会議等 

① 役員会 

 ・第 1回役員会（2022年 1月 30日 東北支部事務局会議室・リモート 9名） 

支部長人事、2022年度事業計画及び山形県鶴岡市災害に関する協議 

・第 2回役員会（2023年 3月 10日 東北支部事務局会議室・リモート 10名） 

2024年度研究発表会及び現地見学会に関する協議ほか 

② 幹事会 

・第 1回幹事会（2022年 7月 1日 東北支部事務局会議室・リモート 15名） 

  2022年度事業計画についての協議 

（講演会、地すべり現地検討会、斜面変動ワーキング、研修会、栗駒山麓ジオパークとの連携） 

・第 2回幹事会（2022年 8月 5日 柳淵地すべり現地確認 8名） 

地すべり現地検討会開催地の現地確認及び開催方法に関する協議 

・第 3回幹事会（2023年 2月 24日 東北支部事務局会議室・リモート 6名） 

  2023年度支部会員向け研修会の実施要領に関する協議 

・第 4回幹事会（2023年 3月 17日 東北支部事務局会議室・リモート 31名） 

                                ＊幹事会と合同開催 

2022年度事業報告・収支決算報告、2023年度事業計画及び予算(案)ほかの協議 

2024年度研究発表会及び現地見学会開催に関する協議 

③ 運営委員会 

・第 1回運営委員会（2022年 8月 3日 東北支部事務局会議室・リモート 21名） 

  2022年度事業計画及び予算実行に関する協議、 

  2022・2023年度東北支部体制及び事業実行方針についての協議 

・第 2回運営委員会（2022年 12月 13日 東北支部事務局会議室・リモート 18名） 

  2022年度事業実行状況の報告、2023年度事業計画に関する方針説明について 

・第 3回運営委員会（2023年 3月 17日 東北支部事務局会議室・リモート 31名） 

＊運営委員会と合同開催 
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 2023年度総会議案書の審議、2024年度研究発表会及び現地見学会開催に関する協議 

 

（3）事業企画委員会 

① 講演会  ＊コロナウイルス感染予防のためハイブリッド開催 

・開催日時：2022年 7月 22日 14：00～16：45 

・参加者 ： 対面参加14名 リモート参加105名  計 119名 

・基調講演 北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所 石丸 聡氏 

「北海道の地すべり活動危険度評価と寒冷地特有の緩斜面周辺で発生する斜面崩壊について」 

・山形大学名誉教授 八木浩司氏 「斜面防災危険度評価ガイドブック①」 

・奥山ボーリング(株) 林一成氏 「斜面防災危険度評価ガイドブック②」 

＊(公社)土木学会CPD認定 2.40単位 

  

  ＜表彰式＞ 

講演会に先立って、長年東北支部の活動にご尽力さ

れた山形大学名誉教授 八木浩司氏に「2022年度東北支

部賞」を授与しました。 

 

 

②「斜面変動研究のワーキング」 

趣 旨 支部若手会員の技術的交流と育成の場として継続、拡大し、より気軽に参加できるテー

マを広く公募して計画する。学会等での発表や投稿を視野に地すべり調査における技術の

伝承を図り、支部の会勢拡大に繋げる。今年度はテーマの公募と絞り込みを行う。 

 

（4）巡検計画委員会 

① 2022年度地すべり現地検討会 ： 山形県最上郡大蔵村「柳淵地すべり」 

○開催日・参加者 ： 2022 年 10月 7日 48名（3年ぶりの対面開催） 

・テーマ 「大規模地すべり地帯で発生した諸現象から地すべり機構を考える」 

・工事施工中の現場視察と 8班によるグループ討議及び発表、総合討論を実施した。 

＊(一社)建設コンサルタンツ協会CPD認定 5.50 単位 

②令和4年 8月豪雨災害における現地調査 

○実施日 9月 23日～24日に山形県飯豊町で実施した（砂防学会東北支部と共催 参加 2名）。 

     ＜現地見学の様子＞            ＜検討会グループ発表＞ 
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（5）広報委員会 

① 支部だより第33号の発行（2022年 12月 20日） 印刷部数235部、発送部数 230部 

・支部ホームページの更新、情報発信 

・各種事業案内・参加募集、委員会活動報告、支部行事等の掲載など 

② 講師派遣 

・秋田県地質調査業協会(秋田県と共催)主催 

｢令和 4年度地質調査研修｣（2022年 7月 29日） 

奥山ボーリング（株）藤井 登氏(支部会員) 

 

（6）関連団体との連携・地域貢献 

① 「令和4年 8月山形県飯豊町で発生した土砂災害に係る災害調査」 

 ・調査日 2022年 9月 23日～24日 

・砂防学会東北支部へ参画 参加 2名 

② 各種団体への後援 

・(一社)地盤品質判定士会東北支部 被災地見学会（2022年 7月 28日、11月 22日） 

・(公社)土木学会東北支部 「防災に関するシンポジウム」（2023年 1月 24日） 

・(一社)斜面防災対策技術協会東北支部 機関紙「山が動く」へ投稿 

宮城豊彦氏：ベトナムにおける斜面災害リスク軽減関連調査企画の意味と困難性 

森口周二氏：豪雨による土砂災害の予測・評価技術 

西尾克人氏：令和4年 8月豪雨に伴う山形県飯豊町土砂災害の緊急調査団報告 

 

＜支部だより 第 33号 ：大河原支部長挨拶＞  
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○ 第二号議案 ２０２２年度収支決算 

 (その 1) 

  

【収益】

大科目 中科目 小科目 細目
740,050 422,000 -318,050

事業収益 410,000 92,000 -318,000
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ収益 0 0 0 講演会（対面，WEBハイブリット開催）

参加費 0 0 0
意見交換会費 0 0 0
会場予約払い戻し 0 0 0

現地検討会収益 160,000 92,000 -68,000 日帰り現地開催
参加費 160,000 92,000 -68,000 2,000×46名
意見交換会費 0 0 0

技術講習会収益 250,000 0 -250,000 実施見送り
参加費 250,000 0 -250,000
意見交換会費 0 0 0

出版収益 0 0 0
会誌頒布 0 0 0
その他の出版 0 0

330,000 330,000 0
協賛金 330,000 330,000 0 33社×1万（2019年度以前2万）

寄付金 0 0 0
雑収益 0 0 0
受取利息 50 0 -50
本部助成金 0 0 0

本部仮払金（下記に内訳を記載） 0 0 0
0

当期収益合計（A=支部収益+本部仮払金) 740,050 422,000 -318,050

【費用】

大科目 中科目 小科目 細目
802,000 555,529 -246,471
579,000 331,063 -247,937

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ会費 46,000 125,100 79,100 講演会（対面，WEBハイブリット開催）

印刷製本費 5,000 0 -5,000
会場費（会場使用料） 0 0 0
会議費（意見交換会含む） 0 10,000 10,000
諸謝金 30,000 0 -30,000
旅費交通費 0 109,000 109,000 講演者等
借料（バス・レンタカー代） 0 0 0
通信運搬費 5,000 0 -5,000
支払手数料 1,000 100 -900
消耗品 0 0 0
諸会費(CPD認定手数料など） 5,000 6,000 1,000
雑費 0 0 0

現地検討会費 212,000 9,953 -202,047 日帰り現地開催
印刷製本費 0 0 0
会場費（会場使用料） 0 2,200 2,200
会議費（意見交換会含む） 0 0 0
諸謝金 0 0 0
旅費交通費 50,000 0 -50,000
借料（バス・レンタカー代） 0 0 0
通信運搬費 5,000 0 -5,000
支払手数料 2,000 450 -1,550
消耗品 0 0 0
諸会費(CPD認定手数料など） 5,000 5,000 0
外注費 150,000 0 -150,000
支払保険料 0 2,303 2,303 傷害保険
雑費 0 0 0

事業費

勘定科目

勘定科目

協賛・寄付

支部収益

支部費用

2022年度
予算
b

2022年度
予算
b

2022年度
決算
a

2022年度
決算
a

増減
ａ-ｂ

増減
ａ-ｂ

備　　考

備　　考
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（その2） 

 

  ＊2023 年度繰越金  1,230,286 円－133,529 円 ＝1,089,457 円  

技術講習会費 50,000 0 -50,000 実施見送り
印刷製本費 5,000 0 -5,000
会場費（会場使用料） 0 0 0
会議費（意見交換会含む） 0 0 0
諸謝金 30,000 0 -30,000
旅費交通費 0 0 0
借料（バス・レンタカー代） 0 0 0
通信運搬費 0 0 0
支払手数料 0 0 0
消耗品 0 0 0
諸会費(CPD認定手数料など） 15,000 0 -15,000
外注費 0 0 0
雑費 0 0 0

※その他の事業活動（上記の３つ以外） 271,000 196,010 -74,990 2020年度実績　197,508円
印刷製本費 200,000 174,487 -25,513 支部だより印刷費
会場費（会場使用料） 20,000 0 -20,000 社会貢献・緊急調査等の会場費

会議費（意見交換会含む） 0 0 0
広告宣伝費 0 0 0
パート・アルバイト代 0 0 0
諸謝金 0 0 0
旅費交通費(社会貢献・緊急調査) 20,000 0 -20,000
借料（バス・レンタカー代） 0 0 0
通信運搬費 10,000 18,564 8,564
情報システム費(HPﾞ関係など 0 0 0
支払手数料 1,000 550 -450
消耗品 0 0 0
備品 0 0 0
外注費 0 0 0
支払保険料 0 1,180 1,180 緊急調査の傷害保険
諸会費(CPD認定手数料など） 0 0 0
賞金・賞品（副賞や感謝状など） 20,000 1,229 -18,771
雑費 0 0 0
その他 0 0 0

管理費 223,000 224,466 1,466 2021年度実績　204,684円
給与・手当 0 0 0

ﾊﾟｰﾄ給与 0 0 0
ｱﾙﾊﾞｲﾄ給与 0 0 0

会場費 0 0 0
会議費 0 0 0

支部総会費 0 0 0 対面，WEBハイブリット開催
幹事会・運営委員会 0 0 0 対面，WEBハイブリット開催

印刷製本費 5,000 0 -5,000
旅費交通費 0 0 0
借料 0 0 0
通信運搬費 5,000 6,316 1,316
消耗品(事務用品費) 10,000 16,500 6,500 封筒代
備品 0 0 0
外注費 200,000 200,000 0 事務委託費
支払手数料 2,000 440 -1,560
雑費 1,000 1,210 210 残高証明費用

0
802,000 555,529 -246,471

当期収支差額(Ｃ＝Ａ－Ｂ） -61,950 -133,529 -71,579
前期未収入金 0 0 0
前期未払い金 0 0 0
当期前払金 0 7,300 7,300 2023年度総会会場費
前期前払金 0 0 0

1,230,286 1,230,286 0
1,168,336 1,089,457 -78,879

前期繰越額（Ｄ)

当期費用合計（B)

次期繰越額（Ｄ+Ｃ）
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（監査報告） 
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○ 第三号議案 ２０２３年度事業計画 

（1）支部総会・講演会 

＊対面およびオンラインのハイブリッド開催とする。 

① 日 時  2023年 5月 12日 14:00～17:00 

② 場 所  せんだいメディアテーク 7階スタジオシアター（ハイブリッド開催） 

＜支部総会＞ 

 ・時  間  14：00～15：00 

・議  事  第一号議案  2022年度事業報告 

第二号議案  2022年度収支決算及び監査報告 

第三号議案  2023年度事業計画（案） 

第四号議案  2023年度収支予算（案） 

第五号議案  役員改選の件 

第六号議案  2024年度研究発表会及び現地見学会の件 

その他・報告事項 

＜講演会＞ 

 ・時  間  15：00～17：00 

 ・特別講演  「土砂災害対策の現状と今後の課題」 

                   国土交通省東北地方整備局河川部長 板屋英治 氏 

「個別要素法による土砂流動・落石シミュレーションの不確実性の定量化」 

東北大学災害科学国際研究所准教授 森口周二 氏 

 ＜意見交換会＞ 

 ・ホテルグランテラス仙台国分町  18：00～20：00 

 

（2）東北支部活動 

① 役員会 

・2023年 6月、2023年 10月、2024年 1月に予定、その他協議が必要な場合に随時開催 

・支部事業の運営及び実施状況等に関する協議等 

② 運営委員会 

・2023年 7月、12月、2024年 2月に予定、その他協議が必要な場合に随時開催 

・各種支部事業の計画立案、運営等に関する協議等 

③ 幹事会・各委員会 

・2023年 5月、10月、12月に予定 

・各種事業計画の企画立案、運営 

④ 研究発表会開催準備会及び実行委員会・幹事会の立上げ 

・準備会の立上げ →2023年 5月 開催県、開催場所、現地見学会の場所等事業内容の検討 

・岐阜大会の視察（2023年 9月）、実行委員会及び幹事会を編成 
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（3）事業企画委員会 

① 「斜面変動研究のワーキング」 

・支部若手会員の技術的交流ならびに育成の場として、広く支部会員の参加を呼びかけ会勢拡大に

繋げていく。テーマは公募により絞り込みを行い分科会形式で開催する。 

   ＊テーマ例：地下水、AI技術やDXの地すべり調査等への活用 

・分科会ごとに研究、発表などにより議論を深めるとともに、本部事業への積極的な参加や学会誌

への寄稿を促す 

・中堅及び若手会員からの問題提起や事例発表などを題材にした勉強会としても開催する。 

② 講演会 

・2023年 5月 12日（支部総会後）、7月、11月に開催 

・運営委員の先生からの基調講演、ワーキングの研究発表等の話題提供 

・砂防学会東北支部若手会と連携を取りながら共催についても検討 

 

（4）研修委員会 

① 「斜面防災危険度評価ハンドブック」の実践的活用について 

・2023年 4月 27日、6月下旬及び9月(予定)に開催 

・写真判読、数値地図を利用した地すべり地の抽出、危険度評価を実践する。 

・参加者は会員に求め、次世代のコアとなる支部会員を育成する。 

 

（5）巡検計画委員会 

① 2023年度地すべり現地検討会  「宮城県荒砥沢地すべり」 

・2023年 9月下旬～10月上旬に開催 

・参加者 支部会員及び協賛企業職員 45名程度 

② 東北地方における広域的または重大な災害に対する緊急調査 

・調査に値する災害情報が提供された場合は、本部「土砂災害緊急調査内規」に準じて調査派遣を

検討、実施する。アドバイザーとの連携・情報収集、他学会･協会等と連携を図る。 

・調査後は報告書にまとめ提出するほか、ホームページなどで会員に広く広報する。 

③ 2022年 12月に発生した山形県鶴岡市西目地区の土砂災害に関する現地調査 

・2023年 4月 23日 支部運営委員及び幹事 15名程度 

 

（6）広報委員会 

① 支部だより第34号の発行（2023年 12月の予定） 

   ・支部会員、協賛団体への学会活動の情報提供、支部行事、委員会活動の報告 

② 支部ホームページの更新、情報発信 

・支部会員リストを利用した各種事業報告ならびに事業開催案内・参加募集等 

③ 会勢拡大活動（アウトリーチ連絡会・会員数対策連絡会と連携） 

・講師派遣や市民向け勉強会などを通した支部事業の宣伝活動 

 → 学校や自治体の防災教育、技術研修会への講師派遣 

・「地すべり調査・設計に関する技術講座」の開催立案 
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（7）社会貢献・会勢活動・他学協会との連携 （各委員会） 

①  斜面防災のリスクの再認識を促し、コミュニティーの自助･共助の重要性などについての啓蒙･普

及･研修に関する活動を計画する。 

② 各委員会と連携し各種団体への出前講座や出張授業等（アウトリーチ活動）を積極的に推進し宣

伝活動を行い、会員数の増加を目指す。 

③ 協賛団体、関連団体・学会との情報共有を推進する。 

・斜面防災対策技術協会東北支部 東北地質調査業協会 砂防学会東北支部 土木学会東北支部 

応用地質学会東北支部 地盤工学会東北支部など 

・関連協会のシンポジウム、研修会、現地検討会参加等の情報共有を図る。 

④ 災害調査における連携  
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○ 第四号議案 ２０２３年度収支予算  

（その1） 

 【収益】

大科目 中科目 小科目 細目

740,050 1,710,020 969,970

事業収益 410,000 1,050,000 640,000

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ収益 0 300,000 300,000 講演会（対面，WEBハイブリット開催）

参加費 0 0 0

意見交換会費 0 300,000 300,000 6,000円/人

会場予約払い戻し 0 0 0

現地検討会収益 160,000 630,000 470,000 現地開催

参加費 160,000 540,000 380,000 12,000×45名

意見交換会費 0 90,000 90,000 2,000×45名

技術講習会収益 250,000 120,000 -130,000

参加費 250,000 120,000 -130,000 2,000×20名×3回

意見交換会費 0 0 0

出版収益 0 0 0

会誌頒布 0 0 0

その他の出版 0 0

330,000 660,000 330,000

協賛金 330,000 660,000 330,000 33社×2万

寄付金 0 0 0

雑収益 0 0 0

受取利息 50 20 -30

本部助成金 0 0 0

本部仮払金（下記に内訳を記載） 0 0 0

0

当期収益合計（A=支部収益+本部仮払金) 740,050 1,710,020 969,970

【費用】

大科目 中科目 小科目 細目

802,000 1,852,000 1,050,000

579,000 1,504,000 925,000

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ会費 46,000 354,000 308,000 講演会（対面，WEBハイブリット開催）

印刷製本費 5,000 0 -5,000

会場費（会場使用料） 0 15,000 15,000

会議費（意見交換会含む） 0 300,000 300,000

諸謝金 30,000 0 -30,000

旅費交通費 0 30,000 30,000

借料（バス・レンタカー代） 0 0 0

通信運搬費 5,000 0 -5,000

支払手数料 1,000 0 -1,000

消耗品 0 0 0

諸会費(CPD認定手数料など） 5,000 9,000 4,000

雑費 0 0 0

現地検討会費 212,000 732,000 520,000 現地開催

印刷製本費 0 0 0

会場費（会場使用料） 0 20,000 20,000

会議費（意見交換会含む） 0 50,000 50,000

諸謝金 0 0 0

旅費交通費 50,000 550,000 500,000

借料（バス・レンタカー代） 0 100,000 100,000

通信運搬費 5,000 0 -5,000

支払手数料 2,000 2,000 0

消耗品 0 0 0

諸会費(CPD認定手数料など） 5,000 5,000 0

外注費 150,000 0 -150,000

支払保険料 0 5,000 5,000 傷害保険

雑費 0 0 0

増減
ａ-ｂ

増減
ａ-ｂ

備　　考

備　　考

2023年度
予算
a

2023年度
予算
a

2022年度
予算
b

2022年度
予算
b

事業費

支部費用

勘定科目

勘定科目

協賛・寄付

支部収益
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（その2） 

  技術講習会費 50,000 105,000 55,000 3回開催予定

印刷製本費 5,000 0 -5,000

会場費（会場使用料） 0 15,000 15,000

会議費（意見交換会含む） 0 60,000 60,000

諸謝金 30,000 0 -30,000

旅費交通費 0 30,000 30,000

借料（バス・レンタカー代） 0 0 0

通信運搬費 0 0 0

支払手数料 0 0 0

消耗品 0 0 0

諸会費(CPD認定手数料など） 15,000 0 -15,000

外注費 0 0 0

雑費 0 0 0
※その他の事業活動（上記の３つ以外） 271,000 313,000 42,000 2022年度実績　196,010円

印刷製本費 200,000 200,000 0 支部だより印刷費

会場費（会場使用料） 20,000 20,000 0 社会貢献・緊急調査等の会場費

会議費（意見交換会含む） 0 20,000 20,000

広告宣伝費 0 0 0

パート・アルバイト代 0 0 0

諸謝金 0 0 0
旅費交通費(社会貢献・緊急調査) 20,000 30,000 10,000

借料（バス・レンタカー代） 0 0 0

通信運搬費 10,000 20,000 10,000 支部だより発送費

情報システム費(HPﾞ関係など） 0 0 0

支払手数料 1,000 1,000 0

消耗品 0 17,000 17,000 封筒代

備品 0 0 0

外注費 0 0 0

支払保険料 0 5,000 5,000 緊急調査等の傷害保険

諸会費(CPD認定手数料など） 0 0 0
賞金・賞品（副賞や感謝状など） 20,000 0 -20,000

雑費 0 0 0

その他 0 0 0

管理費 223,000 348,000 125,000 2022年度実績　204,684円

給与・手当 0 0 0

ﾊﾟｰﾄ給与 0 0 0
ｱﾙﾊﾞｲﾄ給与 0 0 0

会場費 0 0 0

会議費 0 50,000 50,000

支部総会費 0 0 0 講演会と同時開催

幹事会・運営委員会 0 50,000 50,000

印刷製本費 5,000 0 -5,000

旅費交通費 0 80,000 80,000

借料 0 0 0

通信運搬費 5,000 5,000 0

消耗品(事務用品費) 10,000 10,000 0 拡声器等

備品 0 0 0

外注費 200,000 200,000 0 事務委託費

支払手数料 2,000 2,000 0

雑費 1,000 1,000 0 残高証明費用

0
802,000 1,852,000 1,050,000

0

当期収支差額(Ｃ＝Ａ－Ｂ） -61,950 -141,980 -80,030

前期未収入金 0 0 0

前期未払い金 0 0 0

当期前払金 0 0 0

1,230,286 1,089,457 -140,829

1,168,336 947,477 -220,859

前期繰越額（Ｄ)

当期費用合計（B)

次期繰越額（Ｄ+Ｃ）
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○ 第五号議案 役員改選の件 

大河原正文支部長の支部長勇退に伴い、次期支部長 2023年 3月 17日開催の運営委員会において承

認を得た。任期は原則1期 2年とするが再任は妨げない。 

・支 部 長：森 口 周 二 氏 （東北大学災害科学国際研究所 准教授）  

 

○ 第六号議案 2024 年第 63回研究発表会及び現地見学会の件 

① 3月 10日 本部理事会において、2024年度の研究発表会を東北支部管内で行うことが決定 

② 3月 17日 東北支部運営・幹事会において、開催県を「宮城県（仙台市）」とすることに決定 

③ 今後のスケジュール 

2023年 4月：開催準備会立上げ（会場、日程、実行委員・幹事会案作成ほか） 

2023年 5月：第 1回幹事会 

2023年 6月：第 1回実行委員会予定 

2023年 9月：岐阜大会視察及び現地引継ぎ 

 （幹事会及び実行委員会） 

2024年 9月：仙台大会開催 

2024年 12月：各種精算、実行委員会・幹事会の解散 

 

○ その他・報告事項 

 協賛金について 

今年度の協賛金はコロナ禍も落ち着きを見せ始めたことから、本年度より積極的な事業実施を計

画しておりますので、本来の協賛額 2万円とさせていただきたいと思います。 

なお、振り込みのご案内は、総会後に事務局よりご連絡しますので、よろしくお願いいたします。

総会後より 3ヶ月以内でのお振り込みをお願いします。また、協賛を頂いた団体・企業については

「支部だより」に掲載させて頂きます（巻末参照）。また、協賛団体に所属している職員の皆様は、

支部会員(正会員)でなくとも各種支部開催事業(シンポジウム、現地検討会など)に参加することが

できます。  

 

 本部開催事業 

① 2023 年度（公社）日本地すべり学会社員総会・シンポジウム 

・場 所  TKPガーデンシティ渋谷 

・日 程  2023年 6月 9日 

② (公社)日本地すべり学会第 62回(2023年度)研究発表会及び現地見学会 

・場 所 岐阜県高山市 高山市民文化会館 

・日 程 2023年 9月 20日～22日 

③ 土砂災害報告会及び本部開催講習会等 

            ＊詳細は未定、随時ホームページで案内 
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 2023・2024年度代議員選挙結果 

 2023年2月17日開票の結果、以下の方々が代議員として選出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

氏名 読み 所属機関名

1 池田　浩二 ｲｹﾀﾞ　ｺｳｼﾞ 株式会社東北開発コンサルタント

2 石川　晴和 ｲｼｶﾜ　ﾊﾙﾅ 株式会社アドバンテクノロジー

3 大澤　宏明 ｵｵｻﾜ　ﾋﾛｱｷ 株式会社復建技術コンサルタント

4 大村　泰 ｵｵﾑﾗ　ﾔｽｼ 奧山ボーリング株式会社

5 三瓶　和法 ｻﾝﾍﾟｲ　ｶｽﾞﾉﾘ 国土防災技術株式会社

6 鄒　青穎 ﾂｫｳ　ﾁﾝｲﾝ 弘前大学

7 中臺直之 ﾅｶﾀﾞｲ　ﾅｵﾕｷ 株式会社新東京ジオ・システム

8 山田　知寛 ﾔﾏﾀﾞ　ﾄﾓﾋﾛ 日本工営株式会社

9 渡辺　修 ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｵｻﾑ 合同会社水文企画



 14

 役員・運営委員・顧問・アドバイザー 

 

  

支 部 長 森 口 周 二 東北大学災害科学国際研究所准教授

副 支 部 長 高 見 智 之 国際航業（株）東北支社技術部長

監 事 渋 谷 保 日特建設（株）東北支店技術フェロー

橋 本 修 一 （株）東北開発コンサルタント専門役

運 営 委 員 1 梅 村 順 日本大学工学部土木工学科専任講師

2 大 月 義 徳 東北大学大学院理学研究科助教

3 鄒 青 穎 弘前大学農学生命科学部地域環境工学科講師

4 山 川 優 樹 東北大学大学院工学研究科教授

5 荻 野 俊 寛 秋田大学大学院理工学研究科准教授

6 本 山 功 山形大学理学部地球科学分野教授

7 三 辻 和 弥 山形大学工学部建築・デザイン学科教授

8 近 藤 敏 光 国際航業（株）東北統括部国土保全G担当部長

9 荻 田 茂 奧山ボーリング（株）技術部長

10 武 田 茂 典 基礎地盤コンサルタンツ（株）東北支社技師長

11 大 賀 政 秀 （株）ダイヤコンサルタント東北支社支社長

12 三 嶋 昭 二 応用地質(株)流域・砂防事業部技術参与東北事務所駐在

13 押 見 和 義 （株）復建技術コンサルタント技師長

14 渡 辺 修 （同）水文企画代表

15 熊 井 直 也 国土防災技術（株）山形支店長

16 工 藤 唯 志 日本工営（株）仙台支店国土保全部長

17 大 村 泰 奥山ボーリング(株)技術部次長

顧 問 1 盛 合 禧 夫 東北工業大学名誉教授

2 千 葉 則 行 東北工業大学名誉教授

3 檜 垣 大 助 弘前大学名誉教授

4 宮 城 豊 彦 東北学院大学名誉教授

5 八 木 浩 司 山形大学名誉教授

6 井 良 沢 道 也 岩手大学名誉教授

7 大 河 原 正 文 岩手大学理工学部教授

ア ド バ イ ザ ー 1 国土交通省東北地方整備局河川計画課課長

2 国土交通省東北地方整備局新庄河川事務所所長

3 農林水産省東北農政局農村振興部農村環境課地質官

4 林野庁東北森林管理局計画保全部治山課課長

5 東日本高速道路（株）東北支社技術企画課課長

6 東日本旅客鉄道（株）仙台支社工事課課長

7 東北電力（株）再生エネルギーカンパニー水力部水力土木課長

8 熊 谷 茂 一 （一社）斜面防災対策技術協会　東北支部長

9 阿 部 真 郎 奧山ボーリング（株）顧問

10 三 上 登 志 男 （株）復建技術コンサルタント技師長

11 濱 崎 英 作 （株）アドバンテクノロジー社長

12 山 科 真 一 国土防災技術（株）常任顧問

13 金 子 和 亮 日本工営（株）仙台支店次長

14 森 一 司 （株）システムプランニング技術顧問

15 八 鍬 健 （株）日さく仙台支店長
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 幹 事  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

区分 委員会 氏名 所属

幹事長 瀬野孝浩 (株)新東京ジオ・システム

事業企画 渡辺　修 (同)水文企画

巡検計画 熊井直也 国土防災技術(株)

広報 大村　泰 奧山ボーリング(株)　

研修 工藤唯志 日本工営(株)

宍戸拓磨 川崎地質（株）

今井雄輝 応用地質(株)

髙橋康平 国土防災技術(株)

伊藤靖雄 (株)ダイヤコンサルタント

石川恵司 (株)日さく

細谷健介 新和設計(株)

山本佑介 (株)復建技術コンサルタント

石川晴和 (株)アドバンテクノロジー

黒墨秀行 (株)総合土木コンサルタンツ

池田浩二 (株)東北開発コンサルタント

中臺直之 (株)新東京ジオ・システム

小林基比古 日本工営(株)

西　俊憲 基礎地盤コンサルタンツ(株)

会計･事務局 大澤宏明 (株)復建技術コンサルタント

副幹事長

幹事

事業企画

巡検計画

広報

研修
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２０２２年度東北支部協賛団体（３３社） 

 

一般社団法人 斜面防災対策技術協会東北支部 

株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング 東北支社 

株式会社アドバンテクノロジー 

応用地質株式会社 東北事務所 

奧山ボーリング株式会社 

川崎地質株式会社 北日本支社 

基礎地盤コンサルタンツ株式会社 東北支社 

株式会社計測技研 

国際航業株式会社 東北支社 

国土防災技術株式会社 東北支社 

株式会社新東京ジオ・システム 

新和設計株式会社 

合同会社水文企画 

株式会社総合土木コンサルタンツ 

株式会社測商技研 秋田支店 

株式会社ダイヤコンサルタント 東北支社 

株式会社地質基礎 

中央開発株式会社 東北支店 

株式会社テクノ長谷 

東光計測株式会社 

東邦技術株式会社 

東北ボーリング株式会社 

土木地質株式会社 

日栄地質測量設計株式会社 

株式会社日さく 仙台支店 

日鉄鉱コンサルタント株式会社 東北支店 

日特建設株式会社 東北支店 

日本基礎技術株式会社 東北支店 

日本工営株式会社 仙台支店 

株式会社平野組 

株式会社復建技術コンサルタント 

株式会社北杜地質センター 

ライト工業株式会社 東北総括支店 




